
 

沿道における粒子状物質の粒径分布調査（4） 
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1. はじめに ナノ粒子を含む微小粒子の沿道や一般環境での挙動は明らかとなっていない。特に、ナノ粒
子の吸湿性は、その後の粒径分布の変化に大きな影響を与えるため、重要な情報である。ナノ粒子の湿度影

響や揮発特性を把握するため、加熱処理の異なるサンプルラインで粒径分布を計測した。連続観測データか

らナノ粒子の湿度影響に着目し、数濃度及び粒径の変化について検討した。 

 

2. 方法 1)調査期間 2005年 4月～2006年 3月 
2)調査地点 東京都世田谷区野毛環状八号線沿道 

縁石より 3ｍ、地上 2ｍより大気採取 3)調査項

目 ・粒子数濃度：TSI 社製 SMPS(計測範囲

9.82-414nm) ①前処理なし(NT と記す),TSI 社製サ

ーモデニューダ(TD),②100℃, ③350℃；大気導入

30 秒間/ライン切替え 4 分毎(図 1)。・その他 NOx 、

PM2.5、気象を同時測定した。ここでは 2005 年 6 月～

2006 年 3 月までのデータを使用した。 

 

3. 結果  
1) 図 2 に湿度別に平均化した数濃度と
粒径比率を示す。NT ラインの数濃度は、

湿度の上昇に伴い減少する傾向が見られ

た。特に20nm以下の粒子の減少が顕著で、

41％から 27％に低下した。これは、水蒸

気を介してナノ粒子が凝集することによ

り、数濃度が減少する事が示唆された。 

2) TD100℃、TD350℃ラインの数濃度は、
それぞれ NT ラインの 42%、19%に減少した。

TD100℃ラインは、湿度 30％未満で NT ラ

インとほぼ同じ構成となっているものの、

高湿度で 20nm 以下の粒子の減少が NT ラ

インの場合より顕著であった。このこと

から、ナノ粒子は高湿度において揮発性

成分が多く含まれる点とともに、吸湿性

が高い点が示唆された。 

3) TD350℃ラインでは、湿度による構成
比の変化が見られない点から、半揮発性

粒子の吸湿性が低い点が明らかとなった。 

 

4. まとめ 
微小粒子は湿度の上昇によって凝集・凝縮し、数濃度の減少と粒径の増大する傾向が見られた。また、粒

径により吸湿性の特性が異なり、ナノ粒子ほど吸湿性が高い点が明らかとなった。TD350℃で揮発しない半揮

発性粒子の吸湿性が低い点が明らかとなり、soot が１つの候補として考えられる。本観測から、内部混合粒

子の加熱による微小粒子への分離が明確に把握できなかった。今後は、揮発性粒子の物性(吸湿性)と混合状

態を含め、凝集・凝縮過程を検討する必要がある。 

図 1 粒子数濃度観測ライン概略 

図 2 粒径別数濃度と粒径比率の湿度別変化 
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